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令和 7年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

会計課
担当名: 予算係

内線: 2236 (単位：千円)
会計

P20 川越警察署エレベーター改修費（２か年継続事業第１年次） 一般会
計

警察費 警察管
理費

項
警察施設費 川越警察署設備改修費（継続事業第１年次支出額）

番号 事業名

事 業
期 間

令和 7年度～ 根 拠
法 令

警察法

款

針路 02
令和 9年度 分野施策 0201

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ
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16-6

　耐用年数を経過したエレベーター設備について、計画
的な予防保全改修等を実施することにより、警察施設と
しての重大事故の発生を防ぎ、施設の長寿命化を推進し
建築コストの縮減と整備費用の平準化を図る。

　ア　令和7年度       32千円
　イ　令和8年度    3,856千円
　ウ　令和9年度　178,258千円

（１）事業内容
　　　昨今のエレベーター改修工事における需要過多による納期の遅れ及び部材価格高騰により、事業費に不足が生じた
　　ことから、事業期間を延長するとともに総額を増額する。

（２）事業計画
　　ア　令和8年度
　　　　川越警察署エレベーター改修(第2年次)
　　イ　令和9年度
　　　　川越警察署エレベーター改修(第3年次)

（３）事業効果
　　　計画的な施設改修を実施することにより、長寿命化が図られ、施設整備計画を見直すことが可能となり、建築コス
　　トの縮減と整備費用の平準化が実現できる。
　　　【活動指標(アウトプット)】計画に基づく改修
　　　【成果指標(アウトカム)】計画改修による突発的な修繕等の抑制

（４）補正予算の概要
　　ア　工期見直しによる事業期間の延長
　　　　2か年継続事業(令和7年度～令和8年度)から3か年継続事業(令和7年度～令和9年度)へ変更
　　イ　総額の増額  136,881千円 → 182,146千円(  45,265千円)
　　 (ｱ)　令和7年度　38,924千円 →      32千円(△38,892千円)
　　 (ｲ)　令和8年度　97,957千円 →   3,856千円(△94,101千円)
 　　(ｳ)　令和9年度　     0千円 → 178,258千円( 178,258千円)

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.7人＝16,150千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額県　債

決定額 △38,892 △38,000

現計額 38,924 38,000 924

― 警察本部 20 ―

県民の暮らしの安心確保

△892 32

防犯対策の推進と捜査活動の強化



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 38,892千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

県債・ △38,000 ― 警察署庁舎建設事業債
警察債

一般財源 △892 ―

合計 △38,892 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

工事請負費 △38,892 ― 工期見直し等に伴う工事請負費の減

合計 △38,892 ―

事業内訳書

川越警察署エレベーター改修費（２か年継続事業第１年次）

川越警察署エレベーター改修費（２か年継続事業第１年次）

主な内容

主な内容


